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船舶事故調査報告書 

 

                             平成３０年６月２７日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  佐 藤 雄 二（部会長） 

                         委   員  田 村 兼 吉 

                         委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 衝突（消波ブロック） 

発生日時 平成２９年１月２日 ０６時０３分ごろ 

発生場所 静岡県静岡市清水港 

清水港外防波堤南灯台から真方位０１８°６４０ｍ付近 

（概位 北緯３５°０２.０′ 東経１３８°３１.３′） 

事故の概要 貨物船NIKKEI
ニ ッ ケ イ

 VERDE
バ ル デ

は、入航中、外港防波堤の消波ブロックに衝突

した。 

NIKKEI VERDE は、右舷 No.１バラストタンク内部溶接部に亀裂を伴

う外板の凹損を生じた。 

事故調査の経過 平成２９年１月２日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

貨物船 NIKKEI VERDE（パナマ共和国籍）、２９,８２９トン 

 ９４５２９０７（ＩＭＯ番号）、T.S.Central Shipping Co.Ltd. 

 １８８.５０ｍ×３２.２６ｍ×１７.１５ｍ、鋼 

 ディーゼル機関、７,６８６kＷ、２０１１年１０月３日 

 乗組員等に関する情報 船長（フィリピン共和国籍） 男性 ６１歳 

 締約国資格受有者承認証 船長（パナマ共和国発給） 

  交付年月日 ２０１６年１１月４日 

        （２０２１年９月１日まで有効） 

水先人 男性 ６９歳 

清水水先区一級水先人水先免状 

  免 許 年 月 日  平成１２年１２月１９日 

  免状交付年月日 平成２７年１２月４日 

  有効期間満了日 平成３０年１２月１８日 

 死傷者等 なし 

 損傷 本船 右舷 No.１バラストタンク内部溶接部に亀裂を伴う外板の凹損 

 気象・海象 

 

気象：天気 曇り、風向 北北西、風速 約３m/s、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 上げ潮の末期 

日出時刻：０６時５４分 

 事故の経過 本船は、船長ほか１９人（全員フィリピン共和国籍）が乗り組み、
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水酸化アルミニウム約４４,７０９ｔを積載し、船首及び船尾共に約

１１.００ｍの等喫水で、清水港の防波堤入口に向けて西進中、水先

人からＶＨＦ無線電話で、乗船位置が防波堤入口から東方１海里

（Ｍ）付近であること、及び乗船時の船首方位を約３２０°（真方

位、以下同じ。）とするよう連絡を受けた。 

水先人は、水先船で清水港清水船だまりを出発して本船の灯火を視

認した際、レーダーで本船の位置を確認したところ、防波堤入口から

約０.９Ｍであったので、ＶＨＦ無線電話で主機を停止するよう連絡

し、平成２９年１月２日０５時４８分ごろ本船に乗船した。 

水先人は、乗船した際、本船が右回頭していたので、出迎えの乗組

員に対して主機を前進にかけ、左舵一杯とするよう伝えて船橋に向か

った。 

水先人は、船橋に到着後、本船の船首方位が約３００°、エンジン

オーダーが最微速力前進（約３.９ノット（kn））、速力（対地速力、

以下同じ。）が約２.６kn、左舵一杯でゆっくりと左回頭中であり、外

港防波堤までの距離が約０.５５Ｍ（約１,０１９ｍ）であることを確

認した。 

本船は、船橋において、船長が操船指揮、三等航海士が機関操縦、

甲板手が手動操舵及び訓練生が見張りの各配置につき、水先人が水先

業務に当たった。 

水先人は、増速して更に舵効きが良くなれば、防波堤入口に向けて

安全に左回頭できるものと思い、エンジンオーダーを微速力前進（約

５.９kn）に続き、半速力前進（約７.５kn）として増速中、思うよう

に回頭せず、また、レーダー画面を見ていた船長から外港防波堤に接

近しているとの指摘を受けた。 

水先人は、左回頭することをあきらめて主機を停止し、その後順次

全速力後進までかけるとともに、船首が右回頭するのを防ぐために付

近で待機していたタグボートに左舷船尾を押させた。 

本船は、０６時０３分ごろ、約０.２kn の速力で右舷船首部外板が

‘外港防波堤の港外側に設置されていた消波ブロック’（以下「本件

消波ブロック」という。）に衝突した。 

本船は、衝突後、タグボート２隻の支援を受けて水先人の水先によ

り、清水港内の岸壁に着岸した。 

（付図１ 事故発生場所概略図、付図２ 航行経路図、付表１ 本船

のＡＩＳ記録（抜粋）、付表２ 本船のＶＤＲ音声記録（抜粋） 参

照） 

 その他の事項 

 

 水先人は、乗船前、ＶＨＦ無線電話で本船に主機を停止するよう連

絡した際、外港防波堤までの距離を確保するには、主機を後進にかけ

て行きあしを止めさせる指示を行えば良かったと本事故後に思った。 

 水先人は、ふだんよりも乗船位置から防波堤入口までの距離が短か
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ったので、一旦本船の行きあしを止め、タグボート（２隻手配し、う

ち１隻は港内で待機していた。）の支援を受けて左回頭すれば良かっ

たと本事故後に思った。 

水先人は、本船が思うように左回頭しなくなった際、左回頭するこ

とを断念する時機が遅れたのではないかと本事故後に思った。 

本船は、水先人が左回頭することを断念し、主機を停止したときの

位置が外港防波堤東方沖で、外港防波堤との距離が約４３０ｍであ

り、速力が約４.０kn であった。 

 水先人は、本船が左回頭することを断念した際、主機を順次全速力

後進までかけたものの、これまでの経験から、通常の後進操作で前進

行きあしを止めることができると思い、全速力後進をかける時機が遅

れたのではないかと本事故後に思った。 

 本船の操縦性能表によれば、貨物積載時、微速力前進（約５.９

kn）で舵角３５°として左旋回したときの旋回縦距は約５２１ｍで、

旋回横距は約２５７ｍであり、また、微速力前進中、後進発令後の最

短停止距離は約４００ｍで、所要時間は約３分５４秒であった。 

 水先人は、本船の旋回縦距が船の長さの約３倍であることを知って

いた。 

水先人は、約１６年間の水先の経験があり、月に３０～３５隻の水

先を行うとともに、本船を含む同型船の水先を年間約４回行ってい

た。 

水先人は、これまでの経験から、上げ潮時には防波堤入口付近に北

向きの潮流が生じることを知っていた。 

 文献「水先人が語る日本の港湾」（社団法人日本船長協会、平成  

２２年１１月４日発行）によれば、次のとおりである。 

清水港の港口付近の航路航行時には潮流によるものか左右に振られ

ることがあり、５～１０°程度のリーウェイ（流圧差）となることも

ある。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

不明 

本船は、清水港の外港防波堤東方沖において、水先人が、乗船した

後、一旦停止していた主機を前進にかけ、防波堤入口に向けて左回頭

しようとしたものの、思うように回頭しなかったので、左回頭するこ

とを断念した際、主機を全速力後進にかける時機が遅れたことから、

本件消波ブロックに衝突したものと考えられる。 

水先人は、外港防波堤までの距離が約１,０１９ｍであり、左舵一

杯で回頭したとき、本船の旋回縦距が船の長さ（１８８.５ｍ）の３

倍（５６５．５ｍ）程度であることから、防波堤入口に向けて左回頭
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しようとしたものと考えられる。 

水先人が思うように本船が左回頭しなかったのは、潮流の影響を受

けた可能性があると考えられる。 

本船は、速力を上げながら左回頭中、回頭速度が次第に低下したも

のと考えられるが、回頭速度が低下した状況を明らかにすることはで

きなかった。 

水先人は、本船が左回頭を開始後、約３０秒間で最大９°回頭した

ものの、その後、回頭速度が次第に低下して約３０秒間で１°しか回

頭しなかったことから、左回頭することを断念したものと考えられ

る。  

水先人は、これまでの経験から、通常の後進操作で前進行きあしを

止めることができると思ったことから、主機の回転数が微速力後進に

上昇後、速やかに半速力後進に続いて全速力後進を発令していなかっ

た可能性があると考えられる。 

本船は、速力が約５.９kn の微速力前進中、後進発令後の最短停止

距離は約４００ｍであり、また、水先人が、左回頭を断念して主機停

止を指示したときの外港防波堤までの距離が約４３０ｍで、速力が約

４.０kn であったことから、速やかに主機を全速力後進にかけること

で、本件消波ブロックの手前で前進行きあしを止めることができた可

能性があると考えられる。  

原因 本事故は、夜間、本船が、清水港の外港防波堤東方沖において、水

先人が、左回頭することを断念した際、主機を全速力後進にかける時

機が遅れたため、本件消波ブロックに衝突したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・防波堤等に接近したときは、前進行きあしと防波堤等までの距離

を正確に把握した上で、操縦性能に基づいた判断により、余裕の

ある時機に前進行きあしを停止すること。 
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付図１ 事故発生場所概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図２ 航行経路図 
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付表１ 本船のＡＩＳ記録（抜粋） 

時 刻 

(時：分：秒) 

船 位※ 船首方位 

（°） 

対地針路 

（°） 

対地速力 

(kn) 北 緯 

（°-′-″） 

東 経 

（°-′-″） 

05:47:00 35-01-49.4 138-32-03.2 305 282.1 2.3 

05:47:29 35-01-49.7 138-32-01.9 308 285.4 2.2 

05:48:00 35-01-50.0 138-32-00.6 312 289.0 2.1 

05:48:29 35-01-50.4 138-31-59.4 315 292.8 2.1 

05:49:29 35-01-50.9 138-31-58.3 318 296.2 2.0 

05:50:00 35-01-52.1 138-31-56.3 320 311.2 2.0 

05:50:29 35-01-52.8 138-31-55.4 318 316.0 2.0 

05:51:00 35-01-53.6 138-31-54.6 316 318.6 2.1 

05:51:29 35-01-54.5 138-31-53.8 313 321.6 2.2 

05:51:59 35-01-55.4 138-31-52.9 308 323.4 2.3 

05:52:29 35-01-56.4 138-31-52.0 301 323.5 2.5 

05:52:59 35-01-57.5 138-31-51.0 292 320.9 2.7 

05:53:29 35-01-58.4 138-31-49.7 285 309.6 2.7 

05:53:59 35-01-59.1 138-31-48.2 279 298.3 2.8 

05:54:29 35-01-59.7 138-31-46.6 275 290.9 3.0 

05:54:59 35-02-00.1 138-31-44.8 271 285.2 3.2 

05:55:29 35-02-00.5 138-31-42.7 268 280.0 3.3 

05:55:59 35-02-00.6 138-31-40.6 265 274.2 3.5 

05:56:29 35-02-00.7 138-31-38.4 263 271.6 3.7 

05:56:59 35-02-00.7 138-31-36.1 261 267.4 3.9 

05:57:29 35-02-00.5 138-31-33.6 260 264.6 4.0 

05:57:59 35-02-00.3 138-31-31.0 258 264.1 4.1 

05:58:29 35-02-00.1 138-31-28.6 254 262.9 4.0 

05:59:00 35-01-59.7 138-31-26.2 252 259.5 3.8 

05:59:29 35-01-59.4 138-31-24.2 249 258.3 3.5 

06:00:00 35-01-59.1 138-31-22.2 244 259.6 3.1 

06:00:29 35-01-58.9 138-31-20.6 237 260.7 2.7 

06:01:00 35-01-58.8 138-31-19.2 226 270.6 2.0 

06:01:29 35-01-58.8 138-31-18.5 216 267.2 1.2 

06:02:00 35-01-58.8 138-31-18.0 209 270.3 0.6 

06:02:29 35-01-58.8 138-31-17.7 203 271.9 0.5 

06:03:00 35-01-58.8 138-31-17.5 199 226.4 0.2 

06:03:29 35-01-58.6 138-31-17.6 199 145.5 0.2 

06:04:00 35-01-58.6 138-31-17.7 198 129.5 0.2 

※船位は、船橋上方に設置されたＧＰＳアンテナの位置である。 
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付表２ 本船のＶＤＲ音声記録（抜粋） 

時 刻 主な音声 

０５時５１分００秒ごろ Good morning. 

０５時５１分１５秒ごろ Slow ahead.（微速力前進） 

０５時５１分４４秒ごろ （聴取不能）All right.（分かった） 

０５時５７分３１秒ごろ Stop engine.（機関停止） 

０５時５７分５５秒ごろ Dead slow astern.（最微速力後進） 

０５時５８分０８秒ごろ Dead slow astern sir.（最微速力後進で

す） 

０５時５８分１３秒ごろ Slow astern.（微速力後進） 

０５時５８分３７秒ごろ Astern engine sir.（機関後進です） 

０５時５９分０９秒ごろ Half astern.（半速力後進） 

０５時５９分１５秒ごろ Full astern.（全速力後進） 

０６時０２分１５秒ごろ Crash astern.（緊急逆転停止） 

０６時０４分１６秒ごろ Engine stop sir. 

 


